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米
子
地
方
本
部
は
８
月
２
５
日

（
金
）
に
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
に
て

第
３
３
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を

受
け
、
第
２
９
回
大
会
（
２
０
１
９

年
度
）
以
来
と
な
る
午
前
か
ら
の

１
日
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

来
賓
に
両
県
連
合
（
島
根
・
成

相
会
長
）
（
鳥
取
・
山
崎
会
長
代

行
）
を
は
じ
め
、
立
憲
民
主
党
鳥
取

県
連
代
表
の
湯
原
俊
二
氏
、
島
根

県
連
代
表
の
亀
井
亜
紀
子
氏
、
米

子
地
方
議
員
団
か
ら
福
間
裕
隆
会

長
、
中
田
利
幸
事
務
局
長
な
ど
１

３
名
の
方
々
に
ご
臨
席
を
賜
り
、

中
央
本
部
か
ら
は
、
川
原
副
執
行

委
員
長
と
田
中
政
策
・
調
査
・
福

祉
対
策
部
長
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。

来
賓
の
挨
拶
の
際
、
福
間
裕
隆

元
鳥
取
県
議
へ
、
こ
れ
ま
で
の
地

方
本
部
及
び
Ｊ
Ｒ
へ
の
多
大
な
る

功
績
を
讃
え
、
感
謝
の
意
を
込
め

て
、
花
束
を
贈
呈
し
、
会
場
全
体
か

ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
議
長
団
に
は
米
子

支
部
よ
り
遠
藤
代
議
員
、
出
雲
支

部
よ
り
田
子
代
議
員
が
選
出
さ
れ

た
。
経
過
報
告
、
決
算
報
告
及
び
運

動
方
針
案
、
予
算
案
に
つ
い
て
、

1
5
名
の
代
議
員
か
ら
質
疑
を
受

け
た
後
、
新
役
員
体
制
・
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
・
大
会
宣
言
案
も
含
め
、

提
案
事
項
に
つ
い
て
は
全
て
採
択

さ
れ
、
向
こ
う
１
年
間
の
体
制
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
大
川

委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
に

よ
っ
て
閉
会
と
な
っ
た
。今大会をもって地方議員団を

退任された福間裕隆会長

大
川
委
員
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

猛
暑
の
中
に
お
い
て
も
安
全
を
最
優
先
と

し
な
が
ら
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
鉄
道
の
使

命
を
懸
命
に
遂
行
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
組
合
員
の
皆
様
に
、
改

め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
J
R
産
業
の
持
続
的
な
成

長
と
社
会
へ
の
貢
献
を
通
じ
、
働
く
仲
間
の
幸
せ
と
地
位
の
向
上

を
目
指
し
て
、
向
こ
う
１
年
間
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
重
要
課
題
４
点
に
つ
い

て
、
所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
。

①
最
優
先
課
題
で
あ
る
安
全
の
確
立
に
つ
い
て

前
計
画
の
鉄
道
安
全
考
動
計
画
2
0
2
2
に
お
い
て
は
、
８
名

も
の
協
力
会
社
の
仲
間
の
命
を
失
い
ま
し
た
。
す
べ
て
の
組
合
員

が
安
全
最
優
先
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
不
断

に
実
行
す
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
「
（
Ａ
）
当
た
り
前
な
こ
と
を
（
Ｂ
）

馬
鹿
に
せ
ず
（
Ｃ
）
ち
ゃ
ん
と
や
る
」
、
こ
の
意
識
を
組
合
員
が

持
ち
合
わ
せ
な
が
ら
、
前
計
画
で
取
り
組
ん
で
き
た
確
認
会
話
や

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
さ
ら
な
る
浸
透
と
今
計
画
か
ら
盛
り
込
ま
れ
た

心
理
的
安
全
性
の
推
進
、
具
体
的
に
「
組
織
（
職
場
）
の
中
で
自

分
の
考
え
や
気
持
ち
を
誰
に
対
し
て
で
も
安
心
し
て
発
信
で
き

る
状
態
」
、
そ
の
環
境
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

②
組
織
の
充
実
・
強
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

こ
の
１
年
間
に
お
い
て
職
場
に
お
け
る
組
合
員
の
減
少
や
役

員
の
異
動
な
ど
に
伴
う
組
織
運
営
の
難
し
さ
に
つ
い
て
、
組
織
課

題
と
し
て
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
方
本
部
と
し
て
、

ま
ず
は
対
話
を
も
と
に
課
題
を
抽
出
し
た
う
え
で
、
出
来
る
運
動

と
変
え
て
い
く
運
動
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
地
方
本
部

と
し
て
、
引
き
続
き
、
各
機
関
と
の
「
対
話
」
を
基
本
と
し
て
、

運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

③
２
０
２
４
春
闘
と
一
時
金
に
つ
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
費
な
ど
の
価
格
は
高
止
ま
り
し
な
い
状
況
が
続
く

な
ど
、
か
つ
て
経
験
の
な
い
消
費
者
物
価
指
数
の
高
騰
に
対
し
、

賃
金
の
上
昇
は
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
私
た
ち
の
実
質
賃
金
は
減

少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
中
、
2
0
2
3
年
度
地
域
別
最
低
賃

金
の
審
議
会
が
行
わ
れ
島
根
で
は
２
年
連
続
で
全
国
１
位
の
引

き
上
げ
額
と
な
る
4
7
円
、
鳥
取
は
そ
れ
に
次
ぐ
4
6
円
で
採
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
、
地
域
間
格
差
の
是
正
と
と
も
に
山

陰
で
働
く
労
働
者
の
力
強
い
後
押
し
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
成
果
に
続
き
、
2
4
春
闘
で
は
、
賃
金
の
上

昇
と
エ
リ
ア
手
当
の
改
正
を
主
張
し
、
私
達
J
R
産
業
で
働
く
労

働
者
の
要
求
実
現
に
向
け
て
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
す
。

④
地
域
活
性
化
と
政
治
活
動
に
つ
い
て

７
月
2
9
日
に
米
子
駅
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
中
田

米
子
市
議
と
共
に
取
り
組
ん
で
き
た
米
子
駅
南
北
一
体
化
事
業

の
政
策
が
実
現
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
掲
げ
る
「
駅
か
ら
は
じ
ま

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
引
き
続
き
、
組
織
内
議
員
と
連
携
し

駅
前
開
発
や
道
路
拡
張
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
政
策
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
政
治
の
力
が
必
要
で
あ

り
、
自
分
た
ち
の
政
策
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
推
薦
候
補
の
必

勝
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
と
し
ま
す
。

今
大
会
は
人
事
改
選
が
あ
り
、
大

川
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、
８
名
の

再
任
と
８
名
の
新
任
で
役
員
が
選
出

さ
れ
、
新
た
な
執
行
部
が
誕
生
し
ま

し
た
。

今
大
会
で
退
任
す
る
７
名
の
役
員

に
対
し
て
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

２０２３年度 米子地方本部 役員体制

役職 氏名 新・再 出身分会

執行委員長 大川 達也 再任 浜田列車

副執行委員長 高真 靖幸 新任 米子運転所

〃 上倉 健司 新任 米子電気区

書記長 亀山 泰孝 再任 米子運転所

執行委員 冨岡 秀行 再任 松江駅連区

〃 石倉 悠平 再任 米子保線区

〃 佐々木 健太郎 再任 浜田列車

〃 金田 応紀 再任 米子総合指令所

〃 西村 智之 再任 鳥取工務

〃 長岡 拓也 新任 米子運転所

〃 伊村 啓寿 新任 米子電気区

〃 鶴石 貢 新任 米子総合指令所

〃 平新 直大 新任 支社

〃 新田 晃大 新任 後藤総合車両所

会計監査 川口 脩文 再任 支社

〃 吉澤 忠久 新任 後藤総合車両所

～退任役員～

副執行委員長 佐々木 勇次 浜田列車

〃 樫本 昌幸 出雲保線区

執行委員 柳谷 一歩 米子電気区

〃 安養寺 芳美 支社

〃 増田 英明 米子車掌区

〃 石指 友基 後藤総合車両所

会計監査 昌子 進 出雲駅連区

米
子
地
本
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

受
賞
し
た
機
関
の
代
表
者
に
大
川
委
員

長
よ
り
賞
状
と
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
積
極
的
な
情
宣
活
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

優
秀
賞

米
子
運
転
所
分
会

「
B
E
❘
T
E
N
」

特
別
賞

出
雲
支
部「

W
E
S
T

U
N
I
O
N

い
ず
も
」

特
別
賞

後
藤
総
合
車
両
所
分
会

「
G
O

T
O

N
E
W
S

P
A
P
E
R
」

機
関
紙
を

作
成
し
て

情
報
共
有
に

努
め
よ
う

28年間大変お世話になりました！

✩受賞おめでとうございます✩

第

3

3

回

定

期

大

会


